
(57)【要約】

【課題】過トルク発生時においてもトルク伝達部材の剪

断が回避されることにより、開閉操作キャップと弁の操

作軸との分解が容易にできる弁の開閉操作キャップを提

供する。

【解決手段】開閉操作キャップ２の嵌合孔２２に弁の操

作軸１の上端部をはめ合いによって着脱可能に嵌合して

、大径孔２３の内面２３Ａと弁の操作軸１の外面の間に

折曲許容隙間８を形成するとともに、弁の操作軸１に設

けた第１の保持溝１０，１０と開閉操作キャップ２に設

けた第１の保持溝２５，２５とを連通させ、板ばね製の

トルク伝達部材７を、折曲許容隙間８を介して第１の保

持溝２５，２５と第１の保持溝１０，１０に着脱可能に

嵌合して保持する。また、ビス９，９によって開閉操作

キャップ２と弁の操作軸１とを一体に結合する。

【選択図】　　　　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
弁 の 操 作 軸 と 、 こ の 操 作 軸 に は め 合 い に よ っ て 着 脱 可 能 に 被 冠 さ れ る 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ と
、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ と 弁 の 操 作 軸 の 両 者 が ト ル ク 伝 達 部 材 を 介 し て 設 定 ト ル ク 内 で の 軸 線
ま わ り の 相 対 回 転 を 不 能 に 結 合 さ れ て い る 弁 の 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ に お い て 、 開 閉 操 作 キ ャ
ッ プ に 弁 の 操 作 軸 を は め 合 い に よ っ て 嵌 合 し た 嵌 合 孔 と 、 こ の 嵌 合 孔 よ り も 内 径 の 大 き い
大 径 孔 が 設 け ら れ 、 こ の 大 径 孔 の 内 面 と 弁 の 操 作 軸 の 外 面 と の 間 に ト ル ク 伝 達 部 材 の 折 曲
を 許 容 で き る 折 曲 許 容 隙 間 が 形 成 さ れ て お り 、 高 抗 張 力 高 弾 性 材 料 に よ っ て な る ト ル ク 伝
達 部 材 が 前 記 折 曲 許 容 隙 間 を 介 し て 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ と 操 作 軸 の 両 者 に 設 け た 保 持 孔 に 保
持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 弁 の 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 弁 の 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ に 係 り 、 た と え ば 、 バ タ フ ラ イ 弁 の 操 作 軸 の 先 端 部 に 取
付 け ら れ る 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 知 ら れ て い る 弁 の 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ は 、 た と え ば 、 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ に 示 す よ
う に 、 バ タ フ ラ イ 弁 Ｂ ・ Ｖ に お け る 弁 の 操 作 軸 １ の 先 端 部 に 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ が は め 合
い に よ っ て 着 脱 可 能 に 被 冠 さ れ 、 こ の 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ に 設 け た ト ル ク 伝 達 ピ ン 取 付 孔
３ を 貫 通 し て 螺 合 し た ト ル ク 伝 達 ピ ン ４ が 操 作 軸 １ の 先 端 部 に 設 け た ト ル ク 伝 達 ピ ン 挿 入
孔 ５ に 挿 入 さ れ て 、 操 作 軸 １ と 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ と を 相 対 回 転 不 能 に 結 合 し た 構 造 に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 種 の 弁 の 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ で は 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ を 図 示 さ れ て い な い 開 閉 手 段 に
結 合 し て 、 該 開 閉 手 段 の 手 動 ま た は 自 動 操 作 に よ り 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ を 正 逆 方 向 に 回 転
さ せ る こ と に よ っ て 、 弁 の 操 作 軸 １ を 同 時 に 正 逆 方 向 に 回 転 さ せ て 、 バ タ フ ラ イ 弁 Ｂ ・ Ｖ
を 開 閉 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 こ の 種 の 弁 の 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ で は 、 バ タ フ ラ イ 弁 Ｂ ・ Ｖ の 開 閉 操 作 時 に 設 定 値 を
超 え る 過 剰 な ト ル ク （ 以 下 は 、 過 ト ル ク と い う ） が バ タ フ ラ イ 弁 Ｂ ・ Ｖ の 操 作 軸 １ に 負 荷
さ れ た 場 合 に 、 バ タ フ ラ イ 弁 Ｂ ・ Ｖ が 損 傷 す る の を 防 止 す る た め 、 前 記 の 過 ト ル ク に よ っ
て ト ル ク 伝 達 ピ ン ４ が 剪 断 さ れ る よ う に 該 ト ル ク 伝 達 ピ ン ４ の 断 面 積 を 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 弁 の 操 作 軸 １ と 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ の は め 合 い に 厳 し い 公 差 が 要 求 さ れ る の で
、 操 作 軸 １ 先 端 部 の 外 面 （ は め 合 い 面 ） １ Ａ と 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ の 内 面 （ は め 合 い 面 ）
２ Ａ と の 隙 間 ６ が き わ め て 小 さ い 値 に 設 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 ト ル ク 伝 達 ピ ン ４ の 剪
断 時 に 発 生 す る 剪 断 ば り が 前 記 隙 間 ６ に 噛 み 込 ん で 焼 き 付 け を お こ す こ と に な る 。 し た が
っ て 、 ト ル ク 伝 達 ピ ン ４ の 剪 断 に よ っ て バ タ フ ラ イ 弁 Ｂ ・ Ｖ の 損 傷 を 防 止 す る こ と は で き
る も の の 、 ト ル ク 伝 達 ピ ン ４ の 交 換 の た め に 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ を 弁 の 操 作 軸 １ か ら 分 解
す る 作 業 が き わ め て 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 過 ト ル ク 発 生 時 に お い て も ト ル ク 伝
達 部 材 の 剪 断 が 回 避 さ れ る こ と に よ り 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ と 弁 の 操 作 軸 と の 分 解 が 容 易 に
で き る 弁 の 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 弁 の 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ は 、 弁 の 操 作 軸 と 、 こ の
操 作 軸 に は め 合 い に よ っ て 着 脱 可 能 に 被 冠 さ れ る 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ と 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ
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と 弁 の 操 作 軸 の 両 者 が ト ル ク 伝 達 部 材 を 介 し て 設 定 ト ル ク 内 で の 軸 線 ま わ り の 相 対 回 転 を
不 能 に 結 合 さ れ て い る 弁 の 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ に お い て 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ に 弁 の 操 作 軸 を
は め 合 い に よ っ て 嵌 合 し た 嵌 合 孔 と 、 こ の 嵌 合 孔 よ り も 内 径 の 大 き い 大 径 孔 が 設 け ら れ 、
こ の 大 径 孔 の 内 面 と 弁 の 操 作 軸 の 外 面 と の 間 に ト ル ク 伝 達 部 材 の 折 曲 を 許 容 で き る 折 曲 許
容 隙 間 が 形 成 さ れ て お り 、 高 抗 張 力 高 弾 性 材 料 に よ っ て な る ト ル ク 伝 達 部 材 が 前 記 折 曲 許
容 隙 間 を 介 し て 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ と 操 作 軸 の 両 者 に 設 け た 保 持 孔 に 保 持 さ れ て い る こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 高 抗 張 力 高 弾 性 材 料 に よ っ て な る ト ル ク 伝 達 部 材 の 弾 性 に よ っ て 弁 の 操
作 軸 に 負 荷 さ れ る ト ル ク を 設 定 し 、 設 定 さ れ た ト ル ク 内 で は 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ と 弁 の 操
作 軸 の 両 者 を 軸 線 ま わ り に 相 対 回 転 さ せ る こ と な く 同 時 に 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 つ ま
り 、 前 記 ト ル ク 伝 達 部 材 板 に 軸 線 ま わ り の 曲 げ 荷 重 が 負 荷 さ れ て も 軸 線 ま わ り に 折 曲 し な
い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
一 方 、 前 記 操 作 軸 に 設 定 値 を 超 え る 過 ト ル ク が 負 荷 さ れ る と 、 高 抗 張 力 高 弾 性 材 料 に よ っ
て な る ト ル ク 伝 達 部 材 板 に 負 荷 さ れ る 軸 線 ま わ り の 曲 げ 荷 重 が 過 剰 に な っ て 、 該 ト ル ク 伝
達 部 材 を 折 曲 許 容 隙 間 内 で 折 曲 さ せ 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ と 弁 の 操 作 軸 の 両 者 の 軸 線 ま わ り
の 相 対 回 転 を 許 容 し て 弁 が 損 傷 す る の を 防 止 す る よ う に 働 く 。 こ の ト ル ク 伝 達 部 材 は 弾 性
限 度 が 大 き い の で 、 操 作 軸 へ の 過 ト ル ク の 負 荷 を 解 除 す る と 弾 性 復 帰 し て 前 記 折 曲 が 消 失
す る と と も に 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ と 弁 の 操 作 軸 の 相 対 位 置 を も と の 位 置 に 復 帰 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 、 前 記 従 来 例 と 同 一 部 分 に
は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 に 係 る 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ の 一 実 施 の 形 態 を 示
す 半 截 正 面 図 、 図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 矢 視 図 、 図 ３ は 図 １ の Ｂ － Ｂ 矢 視 図 、 図 ４ は 操 作 軸 先
端 部 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 正 面 図 、 図 ５ は 図 ４ の Ｃ － Ｃ 矢 視 図 、 図 ６ は 弁 の 開 閉 操 作 キ ャ
ッ プ の 組 立 状 態 を 示 す 半 截 正 面 図 、 図 ７ は 図 ６ の Ｄ － Ｄ 矢 視 図 、 図 ８ は 図 ６ の Ｅ － Ｅ 矢 線
断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ ～ 図 ３ に お い て 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ は 、 本 体 部 ２ ０ と 角 形 頭 部 ２ １ と を 有 し 、 本 体
部 ２ ０ に は 、 軸 線 Ｃ １ 方 向 の 上 側 （ 奥 側 ） か ら 順 に 嵌 合 孔 ２ ２ と 該 嵌 合 孔 ２ ２ よ り も 径 大
の 大 径 孔 ２ ３ が 隣 接 し て 同 心 に 設 け ら れ 、 大 径 孔 ２ ３ は 本 体 部 ２ ０ の 下 端 に 開 口 し て い る
。 ま た 、 大 径 孔 ２ ３ の 周 壁 部 ２ ４ に は 、 そ の 下 端 側 か ら 上 に 向 か っ て 凹 入 す る 第 １ の 保 持
溝 ２ ５ ， ２ ５ と 第 ２ の 保 持 溝 ２ ６ ， ２ ６ が 軸 線 Ｃ １ を 通 っ て 直 交 す る 二 直 線 Ｃ ２ ， Ｃ ３ 上
に 設 け ら れ て お り 、 第 １ の 保 持 溝 ２ ５ ， ２ ５ の 溝 幅 Ｗ １ よ り も 第 ２ の 保 持 溝 ２ ６ ， ２ ６ の
溝 幅 Ｗ ２ を 僅 か に 大 き く 設 定 し て あ る 。 さ ら に 、 角 形 頭 部 ２ １ に は 、 そ の 上 端 面 か ら 嵌 合
孔 ２ ２ ま で 貫 通 す る 一 対 の ビ ス 挿 通 孔 ２ ７ ， ２ ７ が 軸 線 Ｃ １ に 平 行 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ４ お よ び 図 ５ に お い て 、 弁 の 操 作 軸 １ は 中 実 の 丸 棒 に よ っ て な り 、 少 な く と も 上 端 部 （
先 端 部 ） の 外 径 ｄ １ は 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ に 設 け た 嵌 合 孔 ２ ２ の 内 径 ｄ ２ よ り も 僅 か に
小 さ く 、 は め 合 い に よ っ て 嵌 合 孔 ２ ２ に 着 脱 可 能 に 嵌 合 で き る 値 に 設 定 さ れ て い る 。 ま た
、 上 端 側 か ら 下 に 向 か っ て 凹 入 す る 第 １ の 保 持 溝 １ ０ ， １ ０ と 第 ２ の 保 持 溝 １ １ ， １ １ が
軸 線 Ｃ １ を 通 っ て 直 交 す る 二 直 線 Ｃ ２ ， Ｃ ３ 上 に 設 け ら れ て お り 、 第 １ の 保 持 溝 １ ０ ， １
０ の 溝 幅 Ｗ １ は 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ に 設 け た 第 １ の 保 持 溝 ２ ５ ， ２ ５ の 溝 幅 Ｗ １ と 同 じ
値 に 設 定 さ れ 、 第 ２ の 保 持 溝 １ １ ， １ １ の 溝 幅 Ｗ ２ は 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ に 設 け た 第 ２
の 保 持 溝 ２ ６ ， ２ ６ の 溝 幅 Ｗ ２ と 同 じ 値 に 設 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 上 端 面 か ら 下 向 き に
一 対 の ビ ス 用 ね じ 孔 １ ２ ， １ ２ が 軸 線 Ｃ １ に 平 行 し て 設 け ら れ て い る 。 な お 、 こ れ ら 一 対
の ビ ス 用 ね じ 孔 １ ２ ， １ ２ は 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ に 設 け た 一 対 の ビ ス 挿 通 孔 ２ ７ ， ２ ７
に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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図 １ ～ 図 ３ の 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ と 図 ４ お よ び 図 ５ の 弁 の 操 作 軸 １ は 、 以 下 の 手 順 に よ っ
て 図 ６ ～ 図 ８ の よ う に 一 体 に 結 合 さ れ る 。 す な わ ち 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ の 嵌 合 孔 ２ ２ に
弁 の 操 作 軸 １ の 上 端 部 を は め 合 い に よ っ て 着 脱 可 能 に 嵌 合 す る 。 つ ま り 、 操 作 軸 １ に 対 し
て 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ を は め 合 い に よ っ て 着 脱 可 能 に 被 冠 す る 。 こ の 時 、 軸 線 Ｃ １ を 通 っ
て 直 交 す る 直 線 Ｃ ２ 上 に 弁 の 操 作 軸 １ に 設 け た 第 １ の 保 持 溝 １ ０ ， １ ０ と 開 閉 操 作 キ ャ ッ
プ ２ に 設 け た 第 １ の 保 持 溝 ２ ５ ， ２ ５ と を 位 置 決 め す る 。 こ れ に よ り 、 弁 の 操 作 軸 １ に 設
け た 第 ２ の 保 持 溝 １ １ ， １ １ と 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ に 設 け た 第 ２ の 保 持 溝 ２ ６ ， ２ ６ は 自
動 的 に 軸 線 Ｃ １ を 通 っ て 直 交 す る 直 線 Ｃ ３ 上 に 位 置 決 め さ れ る 。 ま た 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ
２ に 設 け た 大 径 孔 ２ ３ の 内 面 ２ ３ Ｂ と 弁 の 操 作 軸 １ の 外 面 １ Ａ と の 間 に 、 後 述 す る ト ル ク
伝 達 部 材 の 折 曲 を 許 容 で き る 折 曲 許 容 隙 間 ８ が 形 成 さ れ る 。 さ ら に 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２
に 設 け た 一 対 の ビ ス 挿 通 孔 ２ ７ ， ２ ７ が 弁 の 操 作 軸 １ に 設 け た 一 対 の ビ ス 用 ね じ 孔 １ ２ ，
１ ２ に 同 心 に 対 応 す る 。 し た が っ て 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ の 上 側 か ら ビ ス 挿 通 孔 ２ ７ ， ２
７ を 通 し て ビ ス 用 ね じ 孔 １ ２ ， １ ２ に ビ ス ９ ， ９ の 先 端 部 を ね じ 締 め る こ と で 、 開 閉 操 作
キ ャ ッ プ ２ と 弁 の 操 作 軸 １ と を 一 体 に 結 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 ト ル ク 伝 達 部 材 ７ は 、 板 ば ね の よ う な 高 抗 張 力 高 弾 性 材 料 に よ っ て な り 、 そ の 板 厚 ｔ
（ 図 ７ 参 照 ） が 第 １ の 保 持 溝 １ ０ ， １ ０ と ２ ５ ， ２ ５ に 着 脱 可 能 に 嵌 合 で き る 値 に 設 定 さ
れ 、 幅 寸 法 （ 高 さ ） Ｗ ３ （ 図 ６ 参 照 ） は 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ に 設 け た 第 １ の 保 持 溝 ２ ５ ，
２ ５ の 深 さ （ 高 さ ） Ｈ と 同 じ 程 度 の 寸 法 に 設 定 さ れ て い る と と も に 、 長 さ Ｌ は 開 閉 操 作 キ
ャ ッ プ ２ に お け る 本 体 部 ２ ０ の 外 径 Ｄ １ よ り も 僅 か に 大 き い 値 に 設 定 さ れ て い る 。 こ の 板
ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 ７ の 先 端 を 第 １ の 保 持 溝 ２ ５ ， ２ ５ に お け る た と え ば 右 側 の 第 １
の 保 持 溝 ２ ５ の 外 側 に あ て が っ た 状 態 で 左 側 の 第 １ の 保 持 溝 ２ ５ に 向 か っ て 打 ち 込 み 、 そ
の 先 端 部 を 左 側 の 第 １ の 保 持 溝 ２ ５ か ら 少 し 突 出 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 板 ば ね 製 の ト ル ク
伝 達 部 材 ７ は 、 折 曲 許 容 隙 間 ８ を 介 し て 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ に 設 け た 第 １ の 保 持 溝 ２ ５ ，
２ ５ と 操 作 軸 １ に 設 け た 第 １ の 保 持 溝 １ ０ ， １ ０ に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 の 手 順 に 代 え て 、 予 め 、 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 ７ を 操 作 軸 １ に 設 け た 第 １ の 保 持
溝 １ ０ ， １ ０ に 上 か ら 落 と し 込 ん で 保 持 さ せ る 。 こ の 時 、 操 作 軸 １ の 径 外 方 向 両 側 に に は
み 出 す 突 出 長 さ を 均 等 に 調 整 す る 。 つ ぎ に 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ を 操 作 軸 １ の 上 側 に 対 応
さ せ て 押 し 下 げ る こ と で 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ の 嵌 合 孔 ２ ２ に 弁 の 操 作 軸 １ の 上 端 部 を は
め 合 い に よ っ て 着 脱 可 能 に 嵌 合 し な が ら 、 第 １ の 保 持 溝 ２ ５ ， ２ ５ に 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝
達 部 材 ７ を 嵌 合 し て 保 持 さ せ る 手 順 に よ っ て も 、 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 ７ を 、 折 曲 許
容 隙 間 ８ を 介 し て 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ に 設 け た 第 １ の 保 持 溝 ２ ５ ， ２ ５ と 操 作 軸 １ に 設 け
た 第 １ の 保 持 溝 １ ０ ， １ ０ に 保 持 す る こ と が で き る 。 そ の 後 で 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ の 上
側 か ら ビ ス 挿 通 孔 ２ ７ ， ２ ７ を 通 し て ビ ス 用 ね じ 孔 １ ２ ， １ ２ に ビ ス ９ ， ９ の 先 端 部 を ね
じ 締 め る こ と で 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ と 弁 の 操 作 軸 １ と を 一 体 に 結 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 構 成 に よ れ ば 、 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 ７ の ば ね 力 （ ば ね 定 数 ） に よ っ て 弁 の 操 作
軸 １ に 負 荷 さ れ る ト ル ク を 設 定 し 、 設 定 さ れ た ト ル ク 内 で は 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ と 弁 の
操 作 軸 １ の 両 者 を 軸 線 Ｃ １ ま わ り に 相 対 回 転 さ せ る こ と な く 同 時 に 回 転 さ せ る こ と が で き
る 。 つ ま り 、 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 ７ に 軸 線 Ｃ １ ま わ り の 曲 げ 荷 重 が 負 荷 さ れ て も 板
ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 ７ は 軸 線 Ｃ １ ま わ り に 折 曲 し な い 。 し た が っ て 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ
プ ２ を 図 示 さ れ て い な い 開 閉 手 段 に 結 合 し て 、 該 開 閉 手 段 の 手 動 ま た は 自 動 に よ り 開 閉 操
作 キ ャ ッ プ ２ を 図 ８ の 実 線 矢 印 で 示 す 方 向 に 回 転 さ せ る と 、 弁 の 操 作 軸 １ も 同 じ 方 向 に 回
転 し て 、 バ タ フ ラ イ 弁 Ｂ ・ Ｖ を た と え ば 弁 開 操 作 す る こ と が で き る 。 ま た 、 開 閉 操 作 キ ャ
ッ プ ２ を 図 ８ の 破 線 矢 印 で 示 す 方 向 に 回 転 さ せ る と 、 弁 の 操 作 軸 １ も 同 じ 方 向 に 回 転 し て
、 バ タ フ ラ イ 弁 Ｂ ・ Ｖ を た と え ば 弁 閉 操 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
一 方 、 何 等 か の 原 因 で 弁 の 操 作 軸 １ に 設 定 値 を 超 え る 過 ト ル ク が 負 荷 さ れ る と 、 板 ば ね 製
の ト ル ク 伝 達 部 材 ７ に 負 荷 さ れ る 軸 線 Ｃ １ ま わ り の 曲 げ 荷 重 が 過 剰 に な っ て 、 板 ば ね 製 の
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ト ル ク 伝 達 部 材 ７ を 折 曲 許 容 隙 間 ８ 内 で 折 曲 さ せ る 。 た と え ば 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ を 図
８ の 実 線 矢 印 で 示 す 方 向 に 回 転 さ せ る 場 合 に 、 弁 の 操 作 軸 １ が 軸 線 Ｃ １ ま わ り に 回 転 せ ず
、 し た が っ て 、 操 作 軸 １ に 設 定 値 を 超 え る 過 ト ル ク が 負 荷 さ れ 、 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部
材 ７ に 負 荷 さ れ る 実 線 矢 印 方 向 の 曲 げ 荷 重 が 過 剰 に な っ て 、 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 ７
を 図 ９ に 示 す よ う に 折 曲 許 容 隙 間 ８ 内 で 折 曲 さ せ 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ と 弁 の 操 作 軸 １ の
両 者 の 軸 線 Ｃ １ ま わ り の 僅 か な 相 対 回 転 を 許 容 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 状 態 は 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ に 結 合 さ れ る 開 閉 手 段 が 手 動 式 で あ れ ば 、 弁 開 操 作 反 力
の 急 激 な 変 動 と し て 作 業 者 に 伝 わ る の で 、 そ の 時 点 で 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ へ の 弁 開 操 作 力
を 解 除 す る こ と で 弁 が 損 傷 す る の を 防 止 で き る 。 ま た 、 開 閉 手 段 が 自 動 式 で あ れ ば 、 弁 開
反 力 の 急 激 な 変 動 を 検 知 し て 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ へ の 弁 開 動 力 を 解 除 す る よ う に 構 成 し
て お く こ と で 弁 が 損 傷 す る の を 防 止 で き る 。 な お 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ を 図 ８ の 破 線 矢 印
で 示 す 弁 閉 方 向 に 回 転 さ せ る 場 合 に 、 弁 の 操 作 軸 １ が 軸 線 Ｃ １ ま わ り に 逆 回 転 せ ず 、 し た
が っ て 、 操 作 軸 １ に 設 定 値 を 超 え る 過 ト ル ク が 負 荷 さ れ て も 、 前 記 弁 開 時 と 同 様 の 動 作 に
よ っ て 弁 が 損 傷 す る の を 防 止 で き る 。 た だ し 、 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 ７ は 、 折 曲 許 容
隙 間 ８ 内 で 図 ９ の 逆 方 向 に 折 曲 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 ７ は 弾 性 限 度 が 大 き い の で 、 弁 の 操 作 軸 １ へ の 過 ト ル ク の 負 荷
を 解 除 す る と 弾 性 復 帰 し て 前 記 折 曲 が 消 失 す る と と も に 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ と 弁 の 操 作
軸 １ の 相 対 位 置 を も と の 位 置 に 復 帰 さ せ る 。 す な わ ち 、 弁 の 操 作 軸 １ に 設 定 値 を 超 え る 過
ト ル ク が 負 荷 さ れ た 場 合 に は 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ へ の 弁 開 操 作 力 ま た は 弁 開 動 力 を 解 除
す る こ と で 、 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 ７ は 弾 性 復 帰 し て 前 記 折 曲 が 消 失 す る と と も に 、
開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ と 弁 の 操 作 軸 １ の 相 対 位 置 を も と の 位 置 に 復 帰 さ せ る 。 こ の よ う に 、
過 ト ル ク 発 生 時 に お い て も 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 ７ は 剪 断 さ れ な い の で 、 従 来 の よ う
に 、 剪 断 ば り が 操 作 軸 １ と 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ の は め 合 い 面 １ Ａ ， ２ Ａ の 隙 間 ６ に 噛 み 込
ん で 焼 き 付 け を お こ す 不 都 合 は 発 生 し な い 。 こ の た め 、 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 ７ の 交
換 時 な ど に お い て 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ と 弁 の 操 作 軸 の 分 解 を 容 易 に 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 実 施 の 形 態 で は 、 弁 の 操 作 軸 １ に 第 １ の 保 持 溝 １ ０ ， １ ０ と 第 ２ の 保 持 溝 １ １ ， １ １
を 設 け 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ に 第 １ の 保 持 溝 ２ ５ ， ２ ５ と 第 ２ の 保 持 溝 ２ ６ ， ２ ６ を 設 け
た 構 成 で 説 明 し て い る が 、 第 １ の 保 持 溝 １ ０ ， １ ０ と 第 １ の 保 持 溝 ２ ５ ， ２ ５ の み を 設 け
た 構 成 ま た は 第 ２ の 保 持 溝 １ １ ， １ １ と 第 ２ の 保 持 溝 ２ ６ ， ２ ６ の み を 設 け た 構 成 で あ っ
て も よ い 。 た だ し 、 前 記 実 施 の 形 態 の よ う に 構 成 し て お け ば 、 第 １ の 保 持 溝 １ ０ ， １ ０ 、
２ ５ ， ２ ５ に 保 持 さ れ て い る 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 ７ に 代 え て 、 板 厚 と ば ね 力 （ ば ね
定 数 ） の 大 き い 第 ２ の 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 ７ （ 図 示 省 略 ） を 第 ２ の 保 持 溝 １ １ ， １
１ 、 ２ ６ ， ２ ６ に 嵌 合 し て 保 持 す る こ と で 、 弁 の 操 作 軸 １ に 負 荷 さ れ る 過 ト ル ク を 調 整 し
て 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 第 １ の 保 持 溝 １ ０ ， １ ０ と 第 ２ の 保 持 溝 １ １ ， １ １ 以 外 に 溝 幅 の 異 な る 第 ３ ～ 第 ４
の 保 持 溝 を 弁 の 操 作 軸 １ に 設 け 、 こ れ ら 第 ３ ～ 第 ４ の 保 持 溝 に 対 応 し て 該 第 ３ ～ 第 ４ の 保
持 溝 と 同 じ 溝 幅 の 第 ３ ～ 第 ４ の 保 持 溝 を 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ に 設 け る と と も に 、 板 厚 と ば
ね 力 が 互 い に 異 な り 第 ３ ～ 第 ４ の 保 持 溝 に 嵌 合 し て 保 持 さ れ る 第 ３ ～ 第 ４ の 板 ば ね 製 の ト
ル ク 伝 達 部 材 ７ を 別 途 用 意 し 、 こ れ ら を 選 択 し て 使 用 す る こ と で 、 弁 の 操 作 軸 １ に 負 荷 さ
れ る 過 ト ル ク の 調 整 幅 を 拡 大 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
さ ら に 、 図 １ ０ お よ び 図 １ １ に 示 す よ う に 、 第 １ の 角 形 保 持 孔 溝 １ ０ Ａ ， １ ０ Ａ と 第 １ の
角 形 保 持 孔 ２ ５ Ａ ， ２ ５ Ａ を 設 け る と と も に 、 第 ２ の 角 形 保 持 孔 １ １ Ａ ， １ １ Ａ と 第 ２ の
角 形 保 持 孔 ２ ６ Ａ ， ２ ６ Ａ を 設 け て 、 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 ７ を 、 折 曲 許 容 隙 間 ８ を
介 し て 、 た と え ば 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ に 設 け た 第 １ の 角 形 保 持 孔 ２ ５ Ａ ， ２ ５ Ａ と 操 作 軸
１ に 設 け た 第 １ の 角 形 保 持 孔 １ ０ Ａ ， １ ０ Ａ に 嵌 合 し て 保 持 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
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こ の よ う な 構 成 で あ れ ば 、 前 述 の ビ ス ９ ， ９ を 不 要 に し て 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ と 弁 の 操 作
軸 １ と を 一 体 に 結 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 弁 の 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ ２ を バ タ フ ラ イ 弁 Ｂ ・ Ｖ の 操 作 軸 １ に
取 付 け て 説 明 し て い る が 、 本 発 明 は 、 ボ ー ル 弁 や ゲ ー ト 弁 の よ う な 回 転 弁 の 操 作 軸 に も 取
付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 弁 の 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ は 構 成 さ れ て い る の で 、 以 下 の よ う
な 格 別 な 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
す な わ ち 、 過 ト ル ク 発 生 時 に お い て も 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 は 剪 断 さ れ な い の で 、 従
来 の よ う に 、 剪 断 ば り が 操 作 軸 と 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ の は め 合 い 面 の 隙 間 に 噛 み 込 ん で 焼 き
付 け を お こ す 不 都 合 は 発 生 し な い 。 こ の た め 、 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 の 交 換 時 な ど に
お い て 、 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ と 弁 の 操 作 軸 の 分 解 を 容 易 に 行 な う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 半 截 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｂ － Ｂ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 操 作 軸 先 端 部 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｃ － Ｃ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ の 組 立 状 態 の 一 例 を 示 す 半 截 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の Ｄ － Ｄ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ の Ｅ － Ｅ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 の 折 曲 状 態 を 拡 大 し て 示 す 説 明 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ の 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す 半 截 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の Ｆ － Ｆ 線 断 面 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 例 を 一 部 断 面 に し て 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 弁 の 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ を バ タ フ ラ イ 弁 に 取 付 け た 使 用 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 弁 の 操 作 軸
１ Ａ 　 弁 の 操 作 軸 の 外 面
２ 　 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ
７ 　 板 ば ね 製 の ト ル ク 伝 達 部 材 （ 高 抗 張 力 高 弾 性 材 料 に よ っ て な る ト ル ク 伝 達 部 材 ）
８ 　 折 曲 許 容 隙 間
１ ０ 　 第 １ の 保 持 溝 （ 弁 の 操 作 軸 に 設 け た 保 持 孔 ）
１ ０ Ａ 　 第 １ の 角 形 保 持 孔 （ 弁 の 操 作 軸 に 設 け た 保 持 孔 ）
１ １ 　 第 ２ の 保 持 溝 （ 弁 の 操 作 軸 に 設 け た 保 持 孔 ）
１ １ Ａ 　 第 ２ の 角 形 保 持 孔 （ 弁 の 操 作 軸 に 設 け た 保 持 孔 ）
２ ２ 　 嵌 合 孔
２ ３ 　 大 径 孔
２ ３ Ｂ 　 大 径 孔 の 内 面
２ ５ 　 第 １ の 保 持 溝 （ 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ に 設 け た 保 持 孔 ）
２ ５ Ａ 　 第 １ の 角 形 保 持 孔 （ 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ に 設 け た 保 持 孔 ）
２ ６ 　 第 ２ の 保 持 溝 （ 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ に 設 け た 保 持 孔 ）
２ ６ Ａ 　 第 ２ の 角 形 保 持 孔 （ 開 閉 操 作 キ ャ ッ プ 弁 に 設 け た 保 持 孔 ）
２ ２ 　 嵌 合 孔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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